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は ,肥育期間 (5-6カ月) ,飼料費 (7,000-

8,α)0円)は ,どのくらいであげるか目標を決め ,

これを各月に 発育予定 ,飼料給与は_･などを 割当

て ,この予定目標によって実施する｡いわゆる積

極養豚を実施すべきと考える｡慢然とこれだけの

飼料を ,これだけの期間与え ,これだけの体重の

豚になったというような養豚でなく ,あくまでも

経済的な群棲養豚の実施でなければならない.

5 立地条件を生かしての養豚

家畜飼養上必要なことは ,その他の立地条件を

生かして行なうことてある｡すなわちその土地の

気象条件 ,生活様式 ,産業構造 ,飼料状況など充

分考慮 して ,これらに適する品種,飼養方式,豚舎

の構造,あるいは飼料配合などを確立すべきで,徒

らに絶対能力を追求する余 り,立地条件を忘れて

はならない｡あくまでも立地条件を考慮した ,棉

対能力追求の経済養豚を確立指導すべきと想 う｡

乳 牛 の飼 養 規 模 と管 理 の 問 題

西 山

近年乳牛飼養は多頭化の傾向にあり一わが国の

乳牛飼養農家は 昭和41年 36.1万戸 ,乳牛頭数は

131万頭となっているが ,1戸当り飼養頭数は35

年の2.0頭から41年の3.6頭となり.40年には府県

では5-6頭以上の飼養戸数が11%,北海道では

10頭以上が9%をしめるに至った｡しかし乳牛多

頭化にともない種々の問題が起きているが .管理

上からみて ,畜舎施設 ,労働力 ,土地 ,資本 ,荏

営形藩 ,ひいては酪農所得の問題などが派生して

いる｡

1 多頭化と牛舎施設

畜舎施設など資本の固定化の大なることは好ま

しくなく,また建物施設などの騰最は著しいが ,

多頭化にともない機械化 ,省力化ないし生産性向

上の立場から投資を迫 られている場合が少なくな

い｡まず最小規模として1-2頭飼養の場合は ,

従来の役畜舎を改造した在来牛舎で'r"Ll),労働手

段も殆んど人力で大なる剥 中土なかった｡ときに

は運搬などのため戯動車の利用く.らいで/rilりた｡

5頭以上になると,牛舎は スタンチョソ方式と

し ,魚鱗具施設として 電牧 ,フイ- ドチョッパ

ー ,給排水完備 ,ミルカー機動串を ,10頭以上と

なるとさらにクーラーを備え ,20頭段階では場合

によってはセミルーズバーン方式の牛舎とし ,前

記農機具施設を完備し,自由採食 ,3頭- リング

ボーン式パイプラインクーラー ,ス トレージなど
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.50頭以上ではさらにマニアーロッダー ,8jj=t-

リソグボーン式 ,パイプラインクーラー ,ス トレ

ージとするなどして ,生産性の向上をほからねば

ならないが ,現状ではそれら牛舎 ,施設や管理技

術の不適合のため ,多頭化しても ,必ずしもビュ

-ル(Buicher)の大量生産の法則に 従わない場合

が少なくない｡とくに牛舎については管理作業や

環境 ,とくに防暑の考慮が必要で ,従来比蔭樹 ,

撤 ･潅水 ,送風 ,冷房 ,涼時放牧 ,牛舎の構造 ･

形式 ,飼料の賃的改善などが行なわ3-Lている｡

2 労働力 (省力管理)

飼育管理労働粥 は 牛乳生産JlirI,25,qo'内外をし

め .とくに近年労賃の高騰は最も藷 しい.作業)jJJ

では飼料.捌き輯合う二は放牧 ,給付=司数の減少 .紛糾

のn動 ,機械化なとにより,牛乳運搬は牛搾乳最

の増加によ()I.i,-u(､｢'Flt)〕されてし､/uが ,しき料搬LtJ.

入 ,搾乳 ,牛乳fli扱は まだ飼養規悦の過小によ

り,それほと管理労働時間は節減さjLていない｡

前記飼養規模別牛舎施設からみて ,1-2頭飼い

のときは 1頭年間777-538時間 ,5頭糾いのとき

は276時間 ,10頭飼いのときは200時間 ,20頭飼い

のときは 140時間内外ですむべきであるが ,実際

はそれぞれ ,7L17-517時間 ,362時間 ,326-290

時間 ,279-209時間内外 (昭和40年) 要してお

り,さらに適切な牛舎施設 ,管理技術などが必要

である｡
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3 酪農の経営形態

酪農をいかなる経営形態と して 行なうべきか

は ,その地域 ,農家の経営 ,生活水準 ,牛乳消費

状況などにかって影響されるところが大きいが ,

飼養規模と関連して一応複合経営 ,専要経営およ

び都市搾乳専業経営などが考えられている｡

複合経営の場合は ,稲作などの他部門との複合

で ,数頭の搾乳牛を飼養し ,現状では労働時間年

1頭当り270時間 ,吊粗飼料 1.5-1.8万/L･y,産乳

量5,000kg,飼料作(ll25a,1頭当り固定投資30

1万円内外とみて ,所得77jL円以上を目標とすべき

であろう｡

専業経営では搾乳牛15頭以上とし,1班当り年

間J剃動200時間,同粗銅料2-2.2/L'y,産乳115,000

kg,飼料作付35a,固定投資34万円内外とみて ,

所得9万円以上を目標とすべきであろう｡都市搾

乳実業経営では 1頭当E)年間労l･J･'Ju250時胤 ,粗飼

料7,000kg以上 ,産乳屋 5,4OOO/1･y,餌料作付10-

15a,固定投資30万円内外として ,所得8万円内

外 (雇傭労働によれは5万円内外)を目腔とすべ

きであろう｡

牛乳生産兜調査からみて ,わが国では 7-9

娘 ,10-1｣頭飼養規模において/ヒ塵コス トが比較

的低くなっているが ,今後 ,新結合 ,新技術 ,刺

しい資源 ,流通故楢など技術革新をはかり,多頭

化にともなう適正糾織 ,適正規模の管理が必要で

ある｡

4 土地､貸本その他

なおわが国では乳牛 1頭 1カ年には粗飼料(坐)

約1.5-2.27JJkg要す/Jとされているが ,1頭当り

作付面積は27-28aと最近殆んど増加せず ,あま

つさえ都府県では 1-2放飼いでは17a,3-4

頭で16a,5-9頭で15a,10頭以上では10aと

飼料作面掛ま漸減しており,土地問題とくに規模

拡大の難かしさを物語っている｡

また乳牛 1頭当り約.'う0万円内外の固定資本と10

7j円以上の流動資本を要しているが ,多帥化にと

もない総徹では多徽にのぼってrDIT),/持し生産J-･.

労賃の高騰についでコス トが大であり,畜産金融

が大なる問題となっている｡なお都rF周辺では多

頭化にともな2')ふん嫌処理 ,子牛育成の管理技術

も関越となっている｡
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